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2021/10/20 公開 

ごうちゃんねる（GO-CHANNEL）   ◆終末預言シリーズ（前兆編）◆ 

＃8 スラブ民族主義のロシアを預言していたエゼキエル書 

ー エ ゼ キ エ ル 戦 争 （ 前 編 ） ー 

東住吉キリスト集会  高原 剛一郎 氏 
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お元気ですか。高原剛一郎です。この終末預言前兆シリーズでは、必ずやって来る患難時代の前に 時系

列で並べることのできる 10 個の出来事（前兆）についてご紹介しています。 

10 個のうち 4 個は既にご紹介しました。今日は 5 番目の前兆についてお話ししましょう。 

患難時代の前に必ず起こる 5 番目のこと、それはエゼキエル戦争です。 

 

エゼキエル戦争とはどんな戦争か？ ロシアがいくつかの連合国を率いて、再建されたイスラエルに侵略

戦争で攻め込んで来る。大軍を送り込んで来る。しかし、イスラエルの領域に入るや否や、超自然的なト

ラブルで全滅します。全滅するのは軍隊だけでなく、軍隊を送り込んだロシアと連合国の本国が壊滅し

ます。その様子を世界中の人々がリアルタイムで見て、聖書の神を信じるというのです。この聖書預言通

りのことが目の前で起こるのを、デバイスを通して・テレビを通して目撃することになるからです。 

イスラエル領内には、大量の武器・兵器・弾薬が持ち込まれていて（ロシアの連合軍が持って来た物です

が）、それを全て焼却するのに 7 年かかると書いてあるんですね。 

 

この預言が書いてある書物をエゼキエル書と言います。これは旧約聖書の 1 つで、今から 2600 年前に

書かれた言葉です。エゼキエルは人（預言者）の名前で、「神が強めてくださる」という意味があるんで

すね。 

 

イスラエルの新聞には “エゼキエル戦争” という単語がしばしば登場します。その預言の内容を連想さ

せるような中東情勢の事件が起こった時、「エゼキエル戦争か！」みたいに見出しに載ることがあるんで

すね。そこで早速、エゼキエル書にロシアがどのように書いてあるのか、ロシアの連合国とは何か、そう

いうことを数回に分けてお話したいと思います。 

まず 1 回目は、本当にロシアのことが書いてあるのかを検証したいと思うんですね。 

 

エゼキエル書 38 章 2 節 

人の子よ。メシェクとトバルの大首長である、マゴグの地のゴグに顔を向け、彼に預言せよ。 

 

誰に向かって語られるのか？ マゴグの地のゴグに預言せよ。マゴグの地が現在のロシアです。 

ゴグはロシアのトップリーダーのことですが、人の名前ではなく立場・肩書・タイトル。 

日本で言うと征夷大将軍。大統領とか、共産主義国なら総書記・書記長・首領様かもしれません。 

1 人の強力な指導者に支配されているロシアが、やがてイスラエルに攻め込んで来る。 

 

マゴグが、なぜロシアだと言えるんでしょう？  

そもそもロシアを国の名前にしたのは、18世紀に成立したロマノフ王朝のロシア帝国が初めてなんです。 

ロシアの語源というのは、ずーっと昔にさかのぼって 9 世紀まで行きます。 

9 世紀は日本では平安時代、遣唐使が廃止される直前くらいかな。 

 

その頃 北ヨーロッパ（北欧）では、海賊がムチャクチャしてたんですね。北欧の非常に腕力の強い海賊

集団をバイキングと言いました。バイキングは民族的にはノルマン人です。 
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ノルマン人バイキングのボスの 1 人 リューリク（830 頃－879 頃/在位 864-879）が、自分のバイキング

艦隊を率いて、バルト海を超えてロシアに上陸し、既に定住していた先住民のスラブ民族をあっという

間に平定し支配し、ノヴゴロドに国を造るんですね。 

 

リューリクにはイーゴリ（865or877？-945/在位 913・923-945）という息子がいました。 

彼はノヴゴロドに留まらず、ドニエプル川をさかのぼって南に南に行きます。ロシアの冬は厳しいので、

どうしても気候の温暖な南の方へと南下政策を取るわけですね。それでドニエプル川を南に下って、キ

エフに都を置きました。これがキエフ公国。別名キエフ・ルーシです。 

 

スラブ人がバイキングのことを「ルーシ」と言ったんです。ルーシには “オールを漕ぐ人” という意味が

あります。バイキングの船は帆船・風の力で動くのと同時に、獲物を見つけたら腕力でオールを漕いで、

すごいスピードで接近して乗り込んで行く。 

スラブ人からすると、とにかく “オールを漕ぐ人たち”。これがルーシ。オールを漕ぐ人たちが造った国、

これがキエフ・ルーシです。 

 

やがてそのうちに、ノルマン人バイキングと、数では圧倒的多数のスラブ人が混血し始めました。 

言語もスラブ語を使用し始めます。この混血の人たちの国がキエフ公国。ノルマン・スラブの混血国家。

これがルーシ。ルーシがギリシア語でロシアになるのです。 

18 世紀、ロシア帝国はギリシア語読みのロシア、外国人が発音するロシアを自分の国の名前にしたんで

すね。これがロシア帝国。 

 

ルーシという言葉は、9 世紀になってスラブ人が言い出した言葉です。 

しかし、エゼキエル書は今から 2600 年前に書かれました。古い言葉ですよ。紀元前 6 世紀に、エゼキ

エルを通して神が書かしめた預言書。だから当然、ルーシもロシアという言葉もありません。 

 

では、なぜマゴグがロシアを意味すると言えるのでしょう？  

マゴグの地は黒海とカスピ海の間、現在カフカスと呼ばれている

地域、その辺り一帯、地図の緑の部分ですね。 

現在のロシアがそれに当たります。 

 

誰がそれを言っているかというと、1 世紀 ユダヤ人の歴史家でヨセフスという人がいます。 

聖書を勉強する人は必ずヨセフスの文献を見ますが、その『古代誌』という本の中に「マゴグとは黒海と

カスピ海の間辺り一帯の土地。」 それは現在のロシアなのです。 

マゴグがなぜロシアと言えるのか。地理的な理由で言えるのです。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

エゼキエル書に「マゴグは 2 つのブロックを持っている」と書いてありましたね。 

メシェクとトバルの大首長。首長とはボス/大ボスです。 

メシェクというブロックと、トバルというブロックの両方を束ねる大ボス/ラスボス。それがマゴグ。 

メシェクはモスクワの語源で、トバルはシベリアの中心都市トボリスクの語源です。 

 

ところで、小さな都市国家のキエフ公国（ルーシ/ロシアの原型国家）は、13 世紀に滅ぼされてしまいま

した。誰にと思いますか？ 泣く子も黙るモンゴルですよ。 

モンゴルはルーシを 200 年間支配したので、ルーシの国はその間 地図から消えてしまったんです。 

その支配の時代を “タタールのくびき” と言いました。タタールはモンゴルのこと。くびきは牛や馬を連

結する連結器のことですよ。つまり、モンゴル人はロシア人の先祖たちを牛や馬のようにこき使った。 
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しかし、15 世紀にモンゴルから独立します。イワン大帝（1440-1505/在位 1462-1505）。 

タタールのくびきを取り外し、独立国家になるのですが、その時彼らは「もう外国人に支配されてこき使

われるのはこりごりだ！二度とそんなことは起こさせない！」と心の底から思ったんですね。 

それで、首都と国境の距離をできるだけ遠ざけるほうが良いと考えました。 

 

モンゴルは東から来ました。二度と東からの異民族によって支配されたくないと考えたロシアの原型国

家は、東に向かってどんどん膨張し始めて、とうとう極東まで来た。 

今や、世界最大の領土面積を持っているのはロシアですよ。地球陸地の 1/9 はロシアです。 

中国の人口の 1/10 しかいないのに、領土は世界最大の国になっているんですね。 

 

ロシアにはウラル山脈があって、東西2つに分けることが出来ます。ウラル山脈の西側の中心がモスクワ。

東側の極東に至るまでの全土がシベリアで、中心都市がトボリスクだったんですね。 

この東西 2 つとも束ねている大国は、今日（こんにち）のロシアにピッタリ当てはまる条件なのです。 

メシェクとトバルの大首長。ウラル山脈の西も東も両方束ねて 1 つの国家にしているのは現ロシアなん

ですね。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

エゼキエル 38 章 15 節 

おまえ（マゴグ）は北の果てのおまえの国から、多くの国々の民とともに来る。 

 

マゴグはイスラエルから見て北の果ての国であると書いて

あります。イスラエルの中心はエルサレム。 

エルサレムから北極点に向かって行く方角が真北。 

エルサレムから北極点に向かって真っすぐ線を伸ばすと、ど

この上空を通過するか。モスクワなんです。現ロシアの首都。 

このことから、マゴグは現在のロシアだと言えます。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

①マゴグの地にあり、②モスクワを中心とする原型ロシアと、ウラルより東側のシベリアを束ねている

国であり、③イスラエルから見てドンピシャの北に首都を持っている国。それはロシアをおいて他にな

いのです。 

 

さて、15.おまえ（マゴグ）は北の果てのおまえの国から、多くの国々の民とともに来る。 

ロシアは単独でイスラエルに攻め込んで来るのではないんですね。 

いくつかの連合国を作り、同盟国と結び付いて、一緒にイスラエルに攻め込んで来ると言うのです。 

次回は、ロシアの連合国となるメンバーについてご紹介したいと思います。 

 

エゼキエル書を詳細に知ることによって、聖書預言がいかに正確に現在のことを語っているか分かって

いただけるのではないかなと思います。 

ぜひまた、このチャンネルにいらしてください。そして、チャンネル登録もよろしくお願いします。 

ではまた このチャンネルでお目にかかりましょう。さよなら！ 

 

☆使用した聖書は「聖書 新改訳 2017」です。 


